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造
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、
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ĉ-
s

.
一. 

v 

S

•"
•
一S
 
寒
 

.： ■」

0

.

5 

I
v
.t
;

0

 

:

核
ニ
：
"”
，

vrzH 

- 

V
: 
メ

り 

” 

0
:
2
:

段

,
m 

I 
s

)

,
. 

‘
r

“ 

;v
i
In
c 
n

0
 

"
VI
, 

つ，：-

入
.
：
”
.

I 

.

.

.

.-
■:リ
パ：
.：、

{

..
■

'

,
p 
で
-
n
, 

.... 

r
, bi.

も
v
r

〔

yi
;;'
,
.I:, 

■.パ
.̂

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

•
 

•
. 

.

:5

，-，

(

、̂

放
淇
ぬ
^
腺

論

铃

辱

雜̂

—

-̂
-

旧̂
^

タ
^
凇
^
^
”猶
濟
學
^

對
象
衣
為
甯
の
檝
念
の
發
達
を
略
述
す
る
ザ
而 

m
;
yミ
;^
は
猶
樣
お
；
湩«
律
®
.■

は
れ
#
る間
#
"
:

諸
固
^

§
滏

政
:«
此
淤
：い
，
.て
(1
>
: M
ひ
は
陽
忙
或
妙
％

陰
に 

猶

#
<沘
豫

奶

慕

の

，
I

忆
於
如
a
存
せ
茗
名
時
は

V

道
%
に
^
れ
把
改
變
ぜ
浥
れ
得
洛
•*
金

廓

？̂

成
名
4
の
文
推
淀
せ
免
れ
た 

り
^
做

す

纏

皮

相

の

僻#

^
K居5

炎
。

(

泪

<0
.
#
1
か
$

%
-£
盘

為

芳

違

令

：：而(1
>
ボ
彼

'%
有
ず
名
總
说
咤
め
洧
用€

乂
は
秧
適
，
#
名
物
|

^
郎
ぁ
換
|
日
才
れ
试
纪
勞
働
若
も
:'
<
枕
犠
脞

激
.<
じ
'て:.
>
.
所
要
の
數
贵
に
於
い
セ

, 

• 

•

取
縛
地
:6
»れ
轉
^

^

”を
餘
：1

#
が

文
::
(
0有
：湯

女

は

快

適'&
る
.驚

>
定

義

楚

ふ
:«
卷

縛

对

き
:1
泠
必
說
：い
读
ゐ.る
0
0ぽ
^

一
。n

r;
«
h
.
.
:
m
q 

|

-:
;
,-
5
%;
;
-:
;
. UG

3
'

';
■3T'V 

% 部
:'
!
n

a

_';
v
' I 
.
:
v 

y

 ■  <

 

へ
，
•'■
:
;:

:>
*
_
肌
漱
掘
^

.|
)
俄
^
取
前
に
鬪
は
ふ
れ̂

^
靠
來
廟
す:^
論
$

熱

却
<1
>
%亦
ち
0

«
の
.裡
に
存
ォ
る
童
輿
性;5
:
秃
分
..に
把
握
資
名 

兌
-

^

^

^

_衲
讓
造
作
此
這8

;:
0
-麓

女

選

德

せ

疼-(
6
靡

ぁ

访
。
：

/

.
.
:

-;
.
-
.
. 

:
.
‘
：

.*
■•■,
'
 

:
>

」

>
:务

：
：
|
,
.
:
;
,

::
,
:
-
ミ

ミ

ツ
^

.H

T

そ

？
^

德

還

義 

：

棚
：

I 

c

r

s

〕



.

.

■'
s
 

へ

A
J 
一
 

四11)

を
附
す
名
:©
製

.^
々

と

观

し
':
'
'
>
:
:
價
値
说
«
用
:«
蕩

も

や

は

策

麗

滌.0
'
:麗

稻

意

味
-1
-
:る
：囊

^
て
、
へ
例
の
澉

叉
は
紅
寶
玉
の
例
を:9
|
像
、
而
し
て■

「

富
光
^
:*
辭
这
以
下
の
頁
に
於
い
て
V
常M

交
撕
價
値
を
有
す
る
容
體
を
表
示
す
る
も
の
と
し 

て
觸
用
せ
ら
る
、
咖
、
論
し
く
姑
少
く
と
も
他

-<
0
意
妒
£

之
办
を
侦
期
す
る
場
合
が
池

-0
:た
!:
<
*
:し
た
な
ら
ば
、
法
意
を
與
ふ
^

_

^
'L
^

,0(
^o
o
m
m
e
r
c
e
D
e
f
e
n
d
e
d
, 

I
g
o

oo
, p. 

2
2
.)

°:
彼
れ
は
其
の
論
敵
ゥ
ィ
丨
ア
み
ぐ
ス
べ
シ
ス
が
亂
民
的
富
に
關
し
て
極
め 

て
：瞹

味
:-
0
.
$勤
播
取
定
な̂

繁

を

有

し
1

»
合
.に
俅
つ
^

姑
是
れ
を
观
ク
て
ゥ

び
财
貨
(0
廣
際
的
蓄
積̂

り
成
る
も.の
^

看
做
オ
の.觀
あ
る
奄
裔
じ.て
：、
：：斯
乂
め
如
身
は
最
?>
'
:
:不
完
全
に1
て
_
罾
な
名
概
念
で
あ
る 

士
說
清
、

-
.國
の
：富
は̂

る
—
宛
時
機
犯
於
い
て:»
の
：存
迪
を
看
出
さ
れ

 

. 

國
の
年
坐
產
ヵ
に
游
す
る
も
の
^
認
め
て
：ゐ

た'°
_
 
く
、

.

「

.m
に
其
^
商
人
の
倉
庫
中
に#
す
る
^

*
及
び
個
人
の
家
屋
內
に
於
け
る
- 

設
備
の
上
に
の
：み
其
の
：觀
念
を
限
定
：し

>
而

し

て

寧

違

！
1人
の
勘
勉
の
寄
蹟
讷
な
る
^

敗
.ょ
っ
.：て
年
々
創
造
せ
ら
る
\
財
貨
及
び
設
備 

の
莫
大
な
る
高
忙̂
の
#

*

向̂
く
^
こ
と
の
な
い
：者
は
大
不
列
«

の
.富
に
關
し
て
遥-
^
.不
；當
な
必
觀
念
を
有
す
る
も
.の
'で
あ
る」

へ 

と
。(ibid., 

pp. 

51
.
5
2
,
)

o

刺
ち
是
れ
に
由
つ
て
觀
れ
ば
、
ジ
r

ム
ズ
•
ミ
ル
は
必
ず
し
も
國
富
を
以
つ
て
物
質
的
持
續
的
物
件
の 

み
に
眼
洚
せ
ん
と
：す
る
テ
ダ
ム
+
ス
：ミ
ス
の
極
め
て
狹
隘
な
る
概
念
を
踏
襲
せ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。

(

此
の
點
に
關
す
る
ス 

ミ
ス
の
所
論
に
就
い
て
は
昭
和
十

11

年

版

拙

著

鐘

濟

學

史

』

：上

翁

三

丄

賣

參

照

)

。
'
:
:
'

:

:
;;
•:

•

.
#
の
ジ
：ャ
：ン•
バ
チ
.ィ
：ス
ト̂

^
は
明
.か
^

人
間
の
勤
勉
に.ょ
つ
て
生
產
せ
ら
る>
價
値
の
¥

べ
て
が
、
共
ぬ
剷
造.の
後
、
言
は 

;:
^

.

#質
と
：令
體
せ
ら

：

れ
て
.
長

短
|
定

の

期

間

保-#
せ
，ら
る.
\を
得
る
種
類
の
も0
^
:が
で
^

な
ぐ
し
.て
、
高
く
評
阍
せ
ら
れ
、
高
價

に

し

て

農

的

か.る
產
物
忆
代
へ
て
脑
入
ぜ
ら
务
-
1が
故
に
實
在
性
を
有
せ
ざ
る
を
得
ざ

■る
.
、̂
而
も
其
れ
自
體
何
等
の
永
續
性
を
も 

有
す
る
こ
と
な
く̂
て
’
其
の
生
產
の
瞬
間
に
滅
却
す
る
或
る

-̂
の
-^
存
ず
る
こ
ー
と
を
認
め
た
ゎ
^

良

d
m
c
o
n
o
l
:
.
.

 politique, 

S

K

f

;
盘

.マ'5
4
^
?
.
.

』

2
2
,

〕

。
醫
師
*
?首

吏

，辯
議
士
、
若
し
く
は
判
事

往
し
得
ざ
る
咳
ゼ
肝3

^
る
忡
質
を
眘
す
：る
諸
钬
望
を
滿
足
ず

.各
0
然
る
.に
彼
れ
等
め
勞
爾
の
收
果
は
：眞
*
.で
は
な
い
が
。

〕

是
れ
等
の.

.

.

.

.

.

.

.

.

為
の
は
之
れ
ど
交
換
举
ス
：ザ
ス
が
富
た
糸

&
と
を
承
認
來
，る
他
の
物
質
的
產
物
を
取
得
じ

"
而
1>
.て

此

ぬ

種

^

交

換

«)
'
扠 

非

物

篇
.產
物
が
虫
產#
彫
寶
產
を
取
得
す̂
ま
、で
、に
眞
實
で
あ
る
;0
—

つ
そ
”
君
主
"
.長
^

僧
侶
0
業
務
は
經
濟
學
の
：硏 

究
«:
圍

內

傳

人

：
及

來

渴

^
众
に
非
ず
と
主_

名
杧
於
い
七
ビ
エ
バ,

ロ“
ヴ
4 

(
K
e
&
t
a

-abhLsulla 

E
c
o
n
b
-l
.
:R
p
9
1
i
t
i
c
^
,
o
^
2
4
%

。
而
-U
て
セ
：ィ
は
、
ふ
富
^
價
値
に
体
例
す:̂
も
0
.で
あ
<)
^:
，
^

れ
を
^

^
ず
る
^

©
<0
;總

額

.
が

失

な 

れ
ば
火
で
あ
り
、
價
値
於
.小
.な

れ

ば

小

，
で

#
る
^
觀
たOCT.

民

op. 

C
F
.
.
P
. 

5
5
,
)

:°. 

.

.

:
;:
:爾
後
、.
セ
ィ
は
幾
多
办
箇
所
に
楚
て
這
般
ぬ
學
說
を
反
復

^

^
而
^
尤
其
の
-巧
實
際
經
濟
學
講̂
大
全
^
お

於
^

及
び
後
天
的
入
时
能■力
の
如
き_
馨
的
財
虜
が
社
會
的
富
の
必
要
訊
分
を
構
成
す
基
と

^

が
^

孿
せ
ち 

r
Qo'
i

:o
o
日plet d
*
^01 i

霞
 e 

p
o
4
t
i
®
e

 

pratique ; 

p'c
s
y
r
a
蘇 

drt
>
s
t
i
n
o)
v
:
' 

h
o
m
m
e
s
,

 

dav
t
a
t
, 

des

s
o
p
d-l
,
一
 

i)

？

3,
s
, 

d
e
w 

capitalist̂
,:; des 

s.w
^
^
;
:
d
e
v>
;
^
r
i
c
&
t
e

-̂
w.
'
d
-̂
.
m
a
n
u
f
a
c
t
u
^
s
, 

des r̂
gocialits 

て et en 

^
 

.
^
o
s 

o
^
o
^
_
s
.
w
« 

^
.
^

0
0
0
.0
0̂
 ̂

w
r
t
o
o
&
o 

p
a
r

 

H
orace. Say, 

I
S
O
,

 

p, 

4
.

)

:o

■ 

. 

, 

• 

• 

* 

' 

'
:
v 

-

•'
:/'
.
,

.

-.
斯

ぐ

の

細

ぎ

セ

ィ

の

所

論

の

英

國

經

濟

學

者

忙

對

す

る

影

響

は

マ

为

ラ

(

ッ

ク

に

於

い

て

明

か

に

着

取

す

を

こ

ゼ

が

出

來

る

。

^
3
>
,夂
：
チ

、
ユ
：
：
ァ
，

ナ

.ミ

：
ル.の

氰0:
毙

義
/

四
1
1
1
.
.

(

.ニ

四」

5

广



-ジ
，3
ブ
ろ
チ
-
ア
-
’
ト

迄

富

^

塞

べ

 

I
 

o

'
^

，
，̂
^

 

 ̂

 ̂

へ'

V

 

,
:
v
.
n

§

(

讓
 

s
:
u
;
-
f -
 

,

;.V
-..
 
.
.
'
:

 

.

:
.
'
»
.
't
^

か
共
の
，‘

『

原
®

ハ
屮̂
於
^

^
言
ふ
が
如
爻
ア
ダ
ム

•■

ス
：ミ

ス

：
は

.那

邊

に

：
於
^
て
：も
顔
る
猶
規
的
に1;
.
}て
.
且

つ

形

式

勺

な
 

:5^1®

の
f e

g

^

s

^
^̂.
;

な
が
6>
.
.-:
>
彼
れ
が
#
の
名
辭
：に
附
す
る
意
味
が
物
質
的

^

:

制̂
限
*
ら
ヾ
る
灰̂w

は

遂

れ

の

；，
 

^

^
を
迪
じ
セ̂

分

に

明

瞭

霍

名

プ

瑜

じ

基̂
背
る
自
^

^
泰
人
類
に
必
要
ひ
有̂

^

^
は
換
適
致
る̂

^
阶
物
,

。

；
^
 

贫
ル
先
尨
痄<
:而

彼

れ

は

讀

ぬ：

如

れ

た

定

i

M

f
 

:

_

|
當
,

1

1芍

斧
 ̂

君
々
f

る 

際

舊

久：

の
；概
念
中
：に
義
办
來
名
0
常
な
る
飱
ん
遇
織
べ*:
鬆

件

を

包

免

す

か

も̂
な
致
な
ぢ
^
信
ぞ
ん
ど 

を
f

:
遥

れ

請

斯

洛

如
I

晋
人
が
是
れ
築i

辭
I

然
と
t

て
普
通
の
銷
途
及
び
經
濟
學

—

&
箸
&
*る
和
»
を
^

^
名
：̂

^
で
ぁ
る
^
'询
に
富
汝
名
：語
を
火
間
の
受
け
得
可
き

^:
ぁ
ら
吹
る,-
'
'利
益
若
1>
ぬ
は
滿
足̂

窗
：用
す 

為

瀵S

嚴

要

洛

用

法

乾

洛

汰1

寧
_

#
的
な
：名
も
の_

る
<
^
;
^
^
、
霖

は

、
；
'
#
が

人

馨

福

象

式
 

を
斷
-
{
名̂
提
言
^
眞
欢
洛
^

^

せ̂
&

^
ず
る
占
が
殆̂

ゼ
な
^
り
た
の
で
ぁ̂

ぐ
爾
ぐ
^
彼
れ
思
へ̂

ぬ

滅
^

^
に

^〜

^

钱
 

衮
作
せ
ち
る
，
—

が
物
質
的
物
仲̂
限
定
せ
&
る

蓮
»
し
^
妨
樣
舞
貪
％€>
で
^.
保
ラ
と
|-
0
:

(

是
^

^

^
对

は

；
；
ー
；
：

^
ル

：
百.コ
ー

(

十

六

邮

霄
R

農

I

瘉

除

せ

：ち

れ

歡

る

窗■

啐

於

矣

衷

贏
.は

铕

參

廣

襄

蓮

較

じ

：|

れ
等
物
質
的
物
件

0

#
給

 ̂

>
?
多

★
多

寒

賺

孟

周

碧

し

べ

變

窮

ネ

爲

塞

而

每

犬

民

梂

入

ロ

^

^

ヾ
电
ぃ
賺
等
め
臂
の

〜

篇

•^
て
富
裕
若
几
く
は
貧
窮̂
爲
名
め
で̂

洛
^

只

请

穿
^

^

&总

^
ミ

^
沒 

a. v
i
e
w

rt-o

:
;而
も
彼
れ
は
幾
許
な
ら
ず
し
苽
坐
產
的
勞
働
の

.問
題
が
富
ぬ
定
義̂'
緊
密
ぬ
關
聯.し
づ
1
:あ
る
こ
&

%
認
め
、
、

o
b
i
^
.
p
:
2
9
;

 2
n
d

蒼

P
,、

念
o
、v
M

Kて
w

^

.

4て

惹
-
|
1
形̂

窗

^

^
物
質
的
荩
る
物
伸̂
-限

麥

|

^
鬆

^
な
ら
ぼ
>
;吾
人
.は
總
べ
て

•

 

.

.

.

.

 

:
.
.
.

の
勞
働
を
以
夕
で
其
の
：程
§

於
.
5
は̂

麗
^

^

:̂;
'
悉
く
坐
產
的|

と
_

^
る

を

得

可

專

あ

：る
七
做
し
：て
态
る

0
马

1尹
^̂
^

怒
為
肋
0
箇
所
蠕
裡
版
焯
於
い
：：て
啟
削
除
贫
ら
れ

.宅
ゐ
る
1

_
然
の
悤
惠
に
俅
つ
发4國

<?
>

|

|
佳
！̂

^

^
其
.の
：_

囊
 

丈
る
濠
來
电
分
な
糸
割
合
に
於
い
兔
坐
活

0

#
要
ロ̂

使
益
.品
及
び
^
樂
品
©

_
べ
セ
1

ふ
る
な
.ら
ば
、

：

斯
X

0
如
き
國
家
は
交
換

•

 

.' 
i

 
r

 

-

'
- 

- 

.

價
値
荖： ¥

:

可

逢

如

何
:.
&
る
物
f

領
有
す
#

^
と
が
な
^

^

^
換
言
す
れ
ば;;
:
'僅

禕
^
時
間
の
勞
働
を
家
配1>
得
可
き
如
何
な
る

.

 

:
'
.
.
. 
.

.

■

.

.

.

 

,. 

. 

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

物

を

集

有

汶

為,2
:
'^
が
な
べ
^
も
、
.-
最
高
の
程
度
尥
淤
於
て
窟
裕
な
涔
食
得
珂
舍
飧
あ
ち

:5
!:
:
:
?疑
ひ
も
な
く̂

這
般
の
»

態

^
於
い 

^
は
：4會

は
^

^

_
と
何
等
め
凌
渉
が
母
い.。：

(

#

尨

.»
^

^
斯
':
<
め
饰
#
は
現
實
の#

_
赞

は

な

義

：.
又
如
何
笟
る
將
來
の
時
期 

祀
於
^
て
：̂
徹
名
可
身
現
菸
农
含
％
狨
祀
”
启
然
の
.恩
惠
は
入
間
に
彼
れ
咱
身
0
努

为

の

助

け

散-<
'
し
そ
は
：殆
ん
ゼ
何
等.

S

生
活
必
要
. 

说

猶

益
^
衷
が
;«
樂
说
_

備
涂
％
^

!
舎

が

袭

：、
而
し
て
努.ヵ
杧
對
す#
犬

な

：
る

剌

谶

は

：
惟

;1
)
:オ
定
:0
勞
働
：若
し
べ
は
犠
牲
に 

依
タH

Q
f

み
顧
有
彼̂

れ
将
义
爾
の
ぶ(0
遙

.有

.せ
ル
^
す
名
め
願
璧
方
；
が
说
ば
/'
久
間
が
她̂

に
置
於
る\
現
實
の
狀
態
：に.於

 ̂

rc
^

g
深

贫

换

著

ま

は

锯

激

洚*
ぼ
狹
ル
て#

落

#
德
於
が
ば
遵
れ
等$

«
の
ほ
屢
^
想
像
贫
必
考
^
所
沾
丨
も
遙
か
ぬ
密
接 

な
居
關
係
充
有̂
洛
も
0

^
あ
漭
輿
沾
？
&

^
洚
る
可
逢
で
あ
る<^
$

芯

ぁ

且

4!
:
:ヌ
^
襄

^.
相
異
れる

 

事
:if
汾
下
に
於
：

S
H

同

祿

の

塞

價f

有
*
る
：同
.

K

貨
物
の
相
興
れ
匁
數1:
#
脔
察
す
為
際
に
、
富
七
儐
値
出
の
：間
の
區
別
は
洵
忙 

完
全
：̂

g

.<
f
e爲
洛
の
飱
あ
名:#
1

邶
:.
^
>揚
合
^
於
.於
て
も
檜
加
食
る
數
量€>
所
有
者
は〔

幕
.に
消
,

ぬ
馬
^

^
丨
お
て
_富
裕
0

,

:

>
ョ.グ
，
ス.
.チ
！

t

ァ
1
+
,
务
ル
の
霄
め
食
癱

 

§

 

^
. 

a
'
J

pl
s
v



(

V

ヨ

ン
•
ス

チ

！

r

ア

1
ト

*
ミ

ル

の

富■の
：
.
定

ー

截

 

四

六

C
l

1

四

六)

程
度
大
货
る
も
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娌
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叉
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、
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.潘

-^
;|
:
§
^

;^
カ 

處
れ
ぁ
るこ

と
を

注

學

名

や

耍

ぁ

り

と

做

し

て

ゐ
る

。

箜

一流
經
%

^
密
の
'#
作
_

/1
|
1
:
#
^
»
^

の
_

は
«

^
な
が
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叔
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あ
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換
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有
す
る
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く
の
如
く
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換
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値
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っ
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富
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必
要
條
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た
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し
む
る
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力
ラ
ッ
ク
の
所
論
と
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致
す
る
も
の
で
あ
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。
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定
は
實
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値
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っ
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濟
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彼
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献
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面
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史
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